
60.1

55.8

30.7

24.0

18.1

13.2

12.9

9.8

8.3

7.7

3.8

8.1

6.1

1.0

0％ 20％ 40％ 60％ 80％

スポーツ、文化、芸術などを楽しむ機会の減少 １

離れて暮らす家族、友人、知人、恋人などに会えない

体を動かす機会の減少などによる体調不良・健康状態
の悪化 １

収入の減少や支出の増加による家計の悪化 １

オンラインサービスや電子決済の普及など急速なデジ
タル化についていけない １
テレワークや時差出勤など働き方の変化によるストレ
スや負担の増加 １

医療や福祉サービスが思うように受けられない １

子どもの学習機会の確保・学力低下 １

家庭における介護や子育ての負担の増加 １

相談できる人や助けてくれる人が身近にいない １

新型コロナウイルスの感染やワクチン接種に関する差
別や嫌がらせ １

その他 １

特にない １

無回答 １

53.1

52.9

40.0

32.8

29.5

28.9

23.3

22.9

21.5

19.3

14.6

9.7

4.6

3.6

1.4

0％ 20％ 40％ 60％ 80％

安定した医療・福祉サービスの確保 １

迅速なコロナワクチン接種 １

コロナに関する各種情報の迅速かつ幅広い発信 １

接触機会の低減、飛沫防止、消毒の徹底など感染拡大
防止に係る取組・支援 １

打撃を受けている中小企業や自営業者への支援 １

生活困窮者への経済的支援 １

失業や就職難などに対する雇用対策 １

フレイル（※）予防など日々の健康を維持するための
取組・支援 １

小学生・中学生への学習等支援 １

スポーツや文化・芸術活動への支援 １

市内商業施設、商店などの消費喚起 １

市民活動・地域活動への支援 １

その他 １

特にない １

無回答 １

74.7

64.4

62.7

48.9

36.2

12.2

10.1

7.8

7.7

1.8

3.4

0.9

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

旅行をしたい １

離れて暮らす家族、友人、知人、恋人などに会いたい １

外食したい（宴会や会食含む） １

イベントや娯楽施設（カラオケや映画館など）に行きたい

スポーツや文化・芸術活動をしたい １

将来に備えて貯蓄したい １

買い控えしていたものを購入したい １

仕事に力を入れたい（就職、転職、起業など） １

市民活動・地域活動をしたい １

その他 １

特にない １

無回答 １

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
新型コロナウイルス感染症の市民生活への影響について 

新型コロナウイルス感染症の拡大により、市民の皆さまの生活がど

のような影響を受け、また、どのような支援を必要としているか等を

把握し、今後の施策につなげたいと考えています。 

 

問 長引くコロナ禍において、現在困っていることや心配に感じてい

ることはありますか。 

「スポーツ、文化、芸術などを楽しむ機会の減少」が60.1％と最

も高く、次いで「離れて暮らす家族、友人、知人、恋人などに会え

ない」（55.8％）となっています。 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

問 今後も新型コロナウイルス感染症による日常生活への影響が続

いた場合に、重点的に実施してほしい施策はありますか。 

「安定した医療・福祉サービスの確保」が53.1％と最も高く、次

いで「迅速なコロナワクチン接種」（52.9％）となっています。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

問 ワクチンの接種が進み、新型コロナウイルス感染症が収束した後、

何がしたいですか。 

「旅行をしたい」が74.7％と最も高く、次いで「離れて暮らす家

族、友人、知人、恋人などに会いたい」（64.4％）となっていま

す。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ご協力ありがとうございました。 

西宮市民意識調査の結果 

（n=2,019） 

市では、毎年市民意識調査を実施し、みなさまの声を市政に反映するように努めています。 

このたび、18歳以上の方から無作為に選んだ3,500人を対象に、昨年9月に調査を行った結果がまとまりました。 

今回は、「新型コロナウイルス感染症の市民生活への影響」、「地域情報誌『宮っ子』」、「こども未来センター」の３つのテーマについて

おうかがいしました。 

ご回答いただきましたみなさまには、厚くお礼申し上げます。 
 

※有効回収率：57.7％ 

●性 別  男性：37.6％ 女性：56.8％ その他0.1％ 

●年代別  10歳代：1.6％ 20歳代：7.0％ 30歳代：12.5％ 40歳代：17.1％ 

 50歳代：17.8％ 60歳代：16.9％ 70歳代：18.3％ 80歳以上：8.4％ 
 
なお、市民意識調査結果報告書は、市民相談課、総務課、各支所、サービスセンター、アクタ西宮ステーション、各公民館、図書館（中

央・北口・鳴尾・北部・山口分室）で閲覧ができます。 

また、市のホームページ（市政情報→広報・広聴→市民意識調査）にも掲載しています。 
 
●各選択肢の構成比（％）は小数点第2位以下を四捨五入しています。このため構成比の合計が100％にならない場合があります。 

令和３年度（2021年度） 市民意識調査結果の要約 

（n=2,019） 

（n=2,019） 



32.3 40.6 11.6 11.6 3.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

よく読んでいる

時々読んでいる

以前は読んでいたが、最近（直近１年間）は読んでいない

読んだことがない（『宮っ子』を知らないを含む）

無回答無回答

67.7

40.3

28.7

13.1

12.6

11.6

10.7

10.3

0.3

1.1

11.0

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

地域の情報（学校や地域団体の活動など）が得られる
から １

西宮市の地理や歴史などの知識が得られるから １

生活情報が得られるから １

特集記事のテーマが興味深いから １

時間が空いているときにちょうどよいから １

イベント情報が掲載されているから １

読むことが習慣になっているから １

地域（知り合い）の人が取り上げられることがあるか
ら １

読者プレゼントに応募したいから １

その他 １

無回答 １

6.4 26.3 65.4

1.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

よく知っている 名前は聞いたことがある 知らない 無回答無回答

3.0

92.7

4.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

利用したことがある（現在利用中の方を含む） 利用したことがない 無回答無回答

53.3

33.3

28.3

16.7

10.0

6.7

0.0

0％ 20％ 40％ 60％ 80％

診療・リハビリ部門 １

わかば園（児童発達支援センター）

相談員による電話相談や来所相談１

計画相談（本人中心支援計画） １

あすなろ学級（教育支援センター）

その他 １

無回答 １

45.2

38.2

29.9

26.5

24.5

17.2

13.3

1.4

13.2

11.9

0％ 20％ 40％ 60％ 80％

保護者への支援体制の充実 １

社会参加の機会の充実 １

訓練（リハビリ等）の充実 １

乳幼児から学校卒業後までの一貫した支援の充実

教育の充実 １

地域コミュニティでの支援体制の充実 １

市民への理解を深めるための広報・啓発の充実１

その他 １

よく分からない １

無回答 １

75.2 18.7 6.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

紙の印刷物 ＷＥＢ版 無回答無回答

「宮っ子」について 

西宮コミュニティ協会は、地域コミュニティを推進するため地域情

報誌『宮っ子』を発行しています。 

『宮っ子』は、昭和54年（1979年）に創刊された地域情報誌で、

企画、編集、配布を市民ボランティアが行っています。今後も『宮っ

子』が市民に親しまれる地域情報誌であり続けるため、この調査結果

を今後の誌面づくりなどの参考にしたいと考えています。 
 
問 あなたは『宮っ子』をどの程度お読みになっていますか。 

「よく読んでいる」・「時々読んでいる」を合わせた割合は72.9％

と、７割程度の人は『宮っ子』を読んでいる状況です。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

問 （前問で「よく読んでいる」・「時々読んでいる」と答えた方のみ）

あなたが、『宮っ子』を読む理由は次のうちのどれですか。 

「地域の情報（学校や地域団体の活動など）が得られるから」が

67.7％と最も高く、次いで「西宮市の地理や歴史などの知識が得ら

れるから」（40.3％）となっています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
問 『宮っ子』のような地域情報誌を読む場合、あなたは以下のどち

らの媒体で読みたいと思いますか。 

「紙の印刷物」が75.2％である一方、「ＷＥＢ版」は18.7％と

なっています。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「こども未来センター」について 

『こども未来センター』は平成27年（2015年）9月に開所し、

18 歳までの子どもの心身の発達や療育・福祉に関することや、教育

や不登校、性格に関すること等、様々な悩みについて相談に応じ、必

要な支援につなげています。認知度や利用状況、子育ての悩み等につ

いて調査することで今後のこども未来センターの運営に生かしたい

と考えています。 
 
問 あなたは『こども未来センター』を知っていますか。 

「知らない」は65.4％と、『こども未来センター』の認知度は低

い状況です。 

 

 
 
 
 
 

 
問 あなたやあなたの子どもが『こども未来センター』を利用したこ

とがありますか。 

「利用したことがない」は92.7％と９割を超えています。 

 

 
 
 
 
 
 

問 （前問で「利用したことがある」と答えた方のみ） 

利用したことがあるものは次のうちどれですか。 

「診療・リハビリ部門」が53.3％と最も高く、次いで「わかば園

（児童発達支援センター）」（33.3％）となっています。 

 

 
 
 
 
 
 
 

 
問 あなたは障害がある子ども達への支援について、どのようなこと

が大切だと思いますか。 

「保護者への支援体制の充実」が45.2％と最も高く、次いで「社

会参加の機会の充実」（38.2％）となっています。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

（n=2,019） 

（n=1,471） 

（n=2,019） 

（n=2,019） 

（n=2,019） 

（n=60） 

（n=2,019） 

市民意識調査の結果に関するお問い合わせは、 

西宮市 政策局 市長室 市民相談課 

（TEL：0798-35-3100）まで 


